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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月11日(2009.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２０ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール
繊維と、
　５０～９５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる外面シェル布帛を有する耐炎性被服。
【請求項２】
　ポリベンゾイミダゾール繊維がポリビベンゾイミダゾールポリマーを含んでなる請求項
１に記載の繊維の配合物。
【請求項３】
　ａ）内側熱ライニング、
　ｂ）液体バリア、および
　ｃ）外面シェル布帛
を順番に含んでなり、外面シェル布帛が、
　２０ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール
繊維と、
　５０～９５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる耐炎性被服。
【請求項４】
　２０ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール
繊維と、
　５０～９５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる外面シェル布帛を被服に組み込むことによって、内側熱ライニング、液体バ
リア、および外面シェル布帛を有する耐炎性被服の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６２】
実施例２
　代案としては、布帛をパターンに従った布帛形状に切断して付形物を縫い合わせ、産業
で防護服として使用するための防護カバーオールを形成し、実施例１の完成布帛を衣類を
はじめとする防護物品を作る。同様に、布帛を布帛形状に切断して付形物を縫い合わせ、
防護シャツおよび防護ズボンを含んでなる防護服の組み合わせを形成する。所望ならば布
帛を切断して縫い合わせ、フード、スリーブ、およびエプロンなどのその他の防護服構成
要素を形成する。
　本発明の特に好ましい実施態様を以下に示す。
［１］
　２０ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール
繊維と、
　５０～９５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる外面シェル布帛を有する耐炎性被服。
［２］
　ポリピリドビスイミダゾール繊維が２５ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する［１］に記
載の耐炎性被服。
［３］
　ポリピリドビスイミダゾール繊維が２８ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する［１］に記
載の耐炎性被服。
［４］
　３５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール繊維と、
　５０～６５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる［１］に記載の耐炎性被服。
［５］
　ポリピリドビスイミダゾールおよびポリベンゾイミダゾール繊維がステープルファイバ
ーとして存在する［１］に記載の耐炎性被服。
［６］
　ポリピリドイミダゾールポリマーがポリ［２，６－ジイミダゾ［４，５－ｂ：４，５－
ｅ］－ピリジニレン-１，４（２，５－ジヒドロキシ）フェニレン）である［５］に記載
の耐炎性被服。
［７］
　ポリベンゾイミダゾール繊維がポリビベンゾイミダゾールポリマーを含んでなる［１］
に記載の繊維の配合物。
［８］
　ポリビベンゾイミダゾールポリマーがポリ（２，２’－（ｍ－フェニレン）－５，５’
－ビベンゾイミダゾール）ポリマーである［９］に記載の繊維の配合物。
［９］
　ポリピリドビスイミダゾールおよびポリベンゾイミダゾール繊維が連続フィラメントと
して存在する［１］に記載の耐炎性被服。
［１０］
　ａ）内側熱ライニング、
　ｂ）液体バリア、および
　ｃ）外面シェル布帛
を順番に含んでなり、外面シェル布帛が、
　２０ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール
繊維と、
　５０～９５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる耐炎性被服。
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［１１］
　ポリピリドビスイミダゾール繊維が２５ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する［１０］に
記載の耐炎性被服。
［１２］
　ポリピリドビスイミダゾール繊維が２８ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する、［１０］
に記載の耐炎性被服。
［１３］
　外面シェル布帛が
　３５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール繊維と、
　５０～６５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる［１０］に記載の耐炎性被服。
［１４］
　ポリピリドビスイミダゾールおよびポリベンゾイミダゾール繊維がステープルファイバ
ーとして存在する［１０］に記載の耐炎性被服。
［１５］
　ポリピリドイミダゾールポリマーがポリ［２，６－ジイミダゾ［４，５－ｂ：４，５－
ｅ］－ピリジニレン-１，４（２，５－ジヒドロキシ）フェニレン）である［１４］に記
載の耐炎性被服。
［１６］
　ポリベンゾイミダゾール繊維がポリビベンゾイミダゾールポリマーを含んでなる［１０
］に記載の繊維の配合物。
［１７］
　ポリビベンゾイミダゾールポリマーがポリ（２，２’－（ｍ－フェニレン）－５，５’
－ビベンゾイミダゾール）ポリマーである［１６］に記載の繊維の配合物。
［１８］
　ポリピリドビスイミダゾールおよびポリベンゾイミダゾール繊維が連続フィラメントと
して存在する［１０］に記載の耐炎性被服。
［１９］
　２０ｄｌ／ｇを超える固有粘度を有する５～５０重量部のポリピリドビスイミダゾール
繊維と、
　５０～９５重量部のポリベンゾイミダゾール繊維と
を含んでなる外面シェル布帛を被服に組み込むことによって、内側熱ライニング、液体バ
リア、および外面シェル布帛を有する耐炎性被服の製造方法。
［２０］
　ポリピリドビスイミダゾール繊維がポリ［２，６－ジイミダゾ［４，５－ｂ：４，５－
ｅ］－ピリジニレン－１，４（２，５－ジヒドロキシ）フェニレン）を含んでなる［１９
］に記載の方法。


	header
	written-amendment

